
　

ま
た
、
米
海
兵
隊
岩
国
航
空
基
地
隊
員

約
30
名
も
上
陸
用
舟
艇
で
駆
け
付
け
、
消

防
団
や
約
40
名
の
県
警
機
動
隊
員
と
と
も

に
懸
命
の
消
火
作
業
に
あ
た
っ
た
。
さ
ら

に
海
上
保
安
庁
も
市
消
防
本
部
の
要
請
に

応
え
て
巡
視
艇
を
派
遣
し
、
夜
通
し
消
防

隊
や
機
材
の
運
搬
に
協
力
し
た
の
で
あ

る
。
当
時
阿
多
田
島
航
路
に
は
フ
ェ
リ
ー

は
就
航
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

 

※
大
竹
市
は
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年

４
月
13
日
に
、
米
国
海
軍
航
空
隊
第

９
５
５
部
隊
と
「
消
防
相
互
援
助
協
定
」

を
結
ん
で
い
た
。

　
 

※
阿
多
田
島
航
路
に
フ
ェ
リ
ー
が
就
航

す
る
の
は
昭
和
60
（
１
９
８
５
）
年
３

月
30
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
各
方
面
か
ら
の
応
援
に
よ
る

７
０
０
名
近
い
消
火
隊
は
、
尾
根
か
ら
海

岸
ま
で
の
雑
木
を
伐
採
し
、
枯
れ
草
を
刈

り
取
っ
て
防
火
帯
を
作
り
延
焼
を
懸
命
に

防
い
で
い
っ
た
。
陸
上
自
衛
隊
員
た
ち
は

　

昭
和
49
︵
１
９
７
４
︶
年
は
大
竹
市
が

誕
生
し
て
20
年
目
の
節
目
の
年
で
あ
る
。

昭
和
29
︵
１
９
５
４
︶
年
９
月
１
日
に
大

竹
市
が
誕
生
し
て
以
来
、
企
業
誘
致
に
よ

る
財
政
基
盤
の
確
立
や
、
都
市
計
画
事
業

を
推
進
し
工
業
都
市
と
し
て
着
々
と
発
展

し
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
市
の
歴
史

を
俯ふ

瞰か
ん

し
た
視
点
で
と
ら
え
た
と
き
、
こ

の
年
、
大
竹
市
は
創
業
期
か
ら
発
展
期
へ

と
新
た
な
段
階
に
転
換
す
る
分
岐
点
と

な
っ
た
年
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
そ
ん

な
歴
史
的
出
来
事
が
あ
っ
た
年
で
あ
る
。

阿
多
田
島
壊
滅
の
危
機
!?

　

こ
の
年
の
初
め
、
大
竹
市
は
阿
多
田
島

壊
滅
の
危
機
に
遭
遇
す
る
。

　

１
月
９
日
午
後
７
時
５
分
ご
ろ
、
阿
多

田
島
で
タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末
か
ら
山
火

事
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
出
火
場
所
は
、

島
の
南
側
で
通
称
「
岩い

わ

室む
ろ

」
と
呼
ば
れ
て

い
る
地
区
。早
速
、地
元
消
防
団
が
消
火
活

動
に
あ
た
っ
た
が
、火
勢
は
北
に
向
か
っ
て

広
が
り
、
島
で
最
も
高
い
高
山
︵
標
高
２

０
４
ｍ
︶
の
頂
上
を
越
え
て
、
民
家
が
密

集
す
る
本
浦
地
区
に
迫
る
勢
い
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
事
態
を
憂
慮
し
た
市
は
、
翌
日
午

前
２
時
に
県
知
事
を
通
じ
て
陸
上
自
衛
隊

に
応
援
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
た
。
要
請
を
受
け
た
陸

上
自
衛
隊
第
13
師
団
の
隊
員
２
３
６
名

は
、
午
前
６
時
20
分
に
小
方
港
へ
到
着
、

待
ち
構
え
て
い
た
海
上
自
衛
隊
の
輸
送
船

に
分
乗
し
て
火
災
現
場
へ
向
か
っ
た
。

消
火
液
の
入
っ
た
噴
霧
器
や
水
タ
ン
ク
を

背
負
い
、特
製
の「
火
タ
タ
キ
」を
持
っ
て
、

火
の
手
を
食
い
止
め
る
た
め
、
山
の
斜
面

に
展
開
し
な
が
ら
の
必
死
の
作
業
で
あ
っ

た
。

　

一
方
、
阿
多
田
島
婦
人
会
︵
現
:
阿
多

田
区
自
治
会
女
性
部
︶
も
徹
夜
で
炊
き
出

し
を
行
い
、
２
年
前
に
台
湾
か
ら
招し

ょ
う
へ
い聘さ

れ
た
陳
先
生
の
阿
多
田
島
診
療
所
も
夜
間

開
業
し
て
け
が
人
の
手
当
て
を
す
る
な
ど
、

島
は
大
変
な
混
乱
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

懸
命
の
消
火
作
業
の
結
果
、
１
月
10
日

正
午
に
は
、
さ
す
が
の
猛
火
も
火
勢
が
衰

え
、
午
後
１
時
半
、
島
︵
面
積
２
３
９
ha
︶

の
約
半
分
に
あ
た
る
１
１
０
ha
を
焼
い
て

よ
う
や
く
鎮
火
し
た
の
で
あ
っ
た
。
本
浦

（上）消火活動に従
事する陸上自衛隊
員（下右）島の南側
から出火した炎は
島の約半分を焼き
尽くした（下左）島
に水を運ぶ小方港
の給水運搬船。

問い合わせ
　企画財政課　☎59-2124

市制施行70周年連載企画

振り返る
70年

地
区
の
集
落
は
、
地
元
消
防
団
を
始
め
、

自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
、
警
察
機
動
隊
、

市
消
防
、
米
海
兵
隊
等
多
く
の
人
た
ち
の

協
力
で
奇
跡
的
に
守
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

 

※
昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
８
月
８
日
、

中
華
民
国
（
現
：
台
湾
）
の
医
師
、
陳

永
福
医
師
が
阿
多
田
島
診
療
所
に
着
任

し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
試
練

　

阿
多
田
島
壊
滅
の
危
機
を
奇
跡
的
に
回

避
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
阿
多
田
島
に
は

さ
ら
な
る
試
練
が
待
っ
て
い
た
。
山
火
事

の
原
因
は
タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
昭
和
48︵
１
９
７
３
︶年
11

月
か
ら
雨
ら
し
い
雨
が
降
っ
て
い
な
か
っ

た
の
も
火
災
が
拡
大
し
た
一
因
で
あ
っ
た
。

雨
が
降
っ
て
い
な
か
っ
た
阿
多
田
島
で

は
、簡
易
水
道
の
本
浦
貯
水
池
︵
２
７
０
０

ト
ン
︶
の
水
が
減
る
一
方
で
、
12
月
11
日

か
ら
は
、
毎
日
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
断
水
と
い
う
第
１
次
節
水
の
対
策
を

採
っ
て
い
た
。
そ
し
て
火
災
が
発
生
し
た

１
月
９
日
か
ら
は
、
断
水
を
さ
ら
に
強
化

し
、
午
前
６
時
か
ら
３
時
間
、
午
後
４
時

か
ら
４
時
間
と
１
日
７
時
間
給
水
の
第
２

次
節
水
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
給
水
制
限
に
は
限
度
が
あ
り
、

市
水
道
局
は
当
面
の
飲
料
水
を
本
土
か
ら

運
搬
す
る
こ
と
に
し
た
。
１
月
12
日
か
ら

３
日
間
、
三
原
市
の
給
水
運
搬
船
を
借
り

て
１
回
に
５
０
０
ト
ン
の
水
を
３
回
運
び
、

本
浦
貯
水
池
の
水
は
何
と
か
１
５
０
０
ト

ン
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
第
２
次
節
水
は

継
続
さ
れ
た
が
、
１
月
21
日
、
願
い
が
天

に
通
じ
た
の
か
待
望
の
雨
が
17
ミ
リ
降
っ

た
た
め
、
第
１
次
節
水
に
緩
和
さ
れ
、
窮

地
を
脱
し
て
い
る
。

　

 

※
本
土
か
ら
の
海
底
送
水
菅
が
完
成
す

る
の
は
、８
年
後
の
昭
和
56（
１
９
８
１
）

年
12
月
14
日
の
こ
と
で
あ
る
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
大
竹
駅
駅
舎

　

阿
多
田
島
が
危
機
を
脱
し
た
２
月
６

日
、
国
鉄
大
竹
駅
︵
現
Ｊ
Ｒ
大
竹
駅
︶
が

新
し
い
駅
舎
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
が
８
３
９
㎡
の
駅
舎
で
、
１
階
改
札

口
の
近
く
に
は
大
竹
市
の
特
産
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
紙
や
繊
維
、
石

油
化
学
製
品
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
市
内
の
工

業
製
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
当
時
大
竹

駅
に
停
車
す
る
列
車
は
特
急
が
4
本
、
急

行
が
17
本
の
ほ
か
快
速
電
車
な
ど
１
日
81

本
で
、
１
日
当
た
り
の
乗
降
客
数
は
約

６
７
０
０
人
だ
っ
た
。︵
令
和
４
年
時
点

で
は
１
日
１
１
４
本
、
１
日
当
た
り
の
乗

降
客
数
は
２
７
０
０
人
︶

　

駅
舎
の
改
築
に
先
立
ち
４
３
０
０
㎡
の

駅
前
広
場
の
整
備
は
、
昭
和
47
年
度
事
業

で
完
成
し
、
緑
地
帯
に
大
き
な
ワ
シ
ン
ト

ン
ヤ
シ
と
ツ
ゲ
が
植
え
ら
れ
た
の
も
、「
み

ど
り
の
窓
口
」
が
開
業
し
た
の
も
こ
の
時

で
あ
る
。な
お
、令
和
５︵
２
０
２
３
︶年
２

月
、Ｊ
Ｒ
大
竹
駅
の
駅
舎
は
ち
ょ
う
ど
半
世

紀
ぶ
り
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
玖
波
公
民
館
完
成

　

現
在
の
玖
波
公
民
館
が
、
完
成
し
た
の

も
こ
の
年
の
９
月
で
あ
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
が
１
２

１
４
㎡
、
各
室
に
は
冷
暖
房
が
完
備
さ
れ

た
最
新
の
施
設
で
、
当
時
の
予
算
で
１
億

１
千
万
円
の
事
業
費
で
あ
っ
た
。
半
世
紀

も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地
域
住
民
の
学
習

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
玖
波
公
民

館
も
、
令
和
８
年
度
末
に
は
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

玖波公民館 大竹駅落成式

第６回 阿多田島の危機から始まった
 「昭和49年」

市制施行20周年の年は、市にとってさまざまな出来事
が起こり、大きな転換期を迎えた年といえます。そんな
昭和49年を今月号と来月号にわたり振り返ります。
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